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令和７年第２回西蒲原福祉事務組合議会（定例会）会議録  

 

令和７年第２回西蒲原福祉事務組合議会（定例会）は、令和７年１１月

１７日 午後２時  弥彦村役場議場に招集された。  

 

１ 応招議員は、次のとおりである。  

議席 

番号 
氏   名 

議席 

番号 
氏   名 

１番 弥彦村議会議員 樋浦 久夫さん  ４番  弥彦村議会議長 本多 隆峰さん  

２番 燕市議会議員 高橋 妙子さん  ６番 燕 市 長 佐野 大輔さん 

３番 新潟市議会議員 竹内  功さん    

 

２ 不応招議員は、次のとおりである。  

５番  中原 八一さん  

 

３ 出席議員は、次のとおりである。  

応招議員と同じである。  

 

４ 欠席議員は、次のとおりである。  

不応招議員と同じである。  

 

５ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者は、

次のとおりである。  

代 表 監 査 委 員  高  橋   周  衛 さん  

組 合 管 理 者  本  間   芳  之 さん  

組 合 副 管 理 者  三  上   晴 由 貴 さん  

会 計 管 理 者  高  橋   信  弘 さん  

事 務 局 長  大  谷   夢  孝  さん  

や ひ こ の 里 園 長  保  坂   伊  織  さん  

ふ れ あ い の 家 所 長  小 瀬 川   奈 津 子 さん  

ね む の 木 工 房 所 長  佐  藤   朋  子 さん  

弥彦村住民福祉部長   志  田     馨 さん  

 

６ 本会議の書記は、次のとおりである。  

弥彦村議会事務局長  丸  山   栄  一 

係       長  石  川  啓   太  
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７ 本日の会議に付議した事件及び議事日程は、次のとおりである。  

 

 議事日程 第１号  

令和７年１１月１７日  午後２時開会  

 

○日程第１  議席の指定について  

 

○日程第２  会議録署名議員の指名について  

 

○日程第３  会期の決定について  

 

○日程第４  管理者挨拶    

 

○日程第５  選挙第１号   議長の選挙について  

 

○日程第６  議長報告    例月出納検査並びに定期監査の結果につ

いて  

 

○日程第７  承認第１号   専決処分の報告について  令和６年度西

蒲原地区休日夜間急患センター事業特

別会計補正予算（第２号）  

 

〇日程第８  議案第１号    令和６年度西蒲原福祉事務組合一般会計

歳入歳出決算の認定について  

 

〇日程第９  議案第２号    令和６年度西蒲原地区休日夜間急患セン

ター事業特別会計歳入歳出決算の認定

について  

 

〇日程第１０  議案第３号    令和７年度西蒲原福祉事務組合一般会計

補正予算（第１号）について  

 

〇日程第１１  議案第４号    令和７年度西蒲原地区休日夜間急患セン

ター事業特別会計補正予算（第１号）

について  

 

〇日程第１２  議案第５号    新潟県市町村総合事務組合規約の変更に

ついて   
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議 事 内 容 

 

○副議長（本多隆峰さん）これより、令和７年第２回西蒲原福祉事務組合

議会定例会を開会します。  

ただいまの出席議員は５名であります。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。  

◎開会時刻 午後２時００分 

 

なお、５番 中原議員から欠席の届出が出ております。  

本日の議事は、配布しております議事日程第１号により行いま

す。 

 

はじめに、日程第１  議席の指定を行います。  

今回新たに選任された組合議会議員の議席は、議事規則第４条

第２項の規定によって、１番  樋浦 久夫さん、６番 佐野 大輔さ

んに指定いたします。  

 

次に、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員は、議事規則第２０条の規定により議長におい

て、１番  樋浦  久夫さん、２番  高橋  妙子さんを指名します。

よろしくお願いいたします。  

 

次に、日程第３ 会期の決定についてを議題とします。  

お諮りいたします。会期については、本日１日限りとしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、会期は本日１日限りと決定しました。 

 

次に、日程第４ 管理者の挨拶をお願いいたします。  

 

○管理者（本間芳之さん）開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げ

ます。  

本日は、令和７年第２回組合議会の開会をお願いいたしました

ところ、議員各位におかれましては大変ご多忙の中、ご出席を賜

り厚く御礼を申し上げます。  
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開会前に新たに組合議員に就任された燕市長  佐野  大輔さん、

並びに弥彦村議会選出の樋浦  久夫さんのご紹介がございました

が、今後、組合運営に対しまして格段のお力添えをいただきたく

お願いを申し上げます。  

さて、本定例会では、令和６年度決算並びに令和７年度補正予

算について、ご審議いただくものでございます。  

令和６年度は、平成２１年に設備したやひこの里空調設備の経

年劣化による入替工事と、約３０年ぶりとなる高水準のベースア

ップが行われた人事院勧告に準じた給与改定を行い、一般会計決

算の歳出は、前年比７．８％、額にして４，５１２万円増加をし

ております。  

また、施設運営においては、各事業所がコロナ禍以前の活動に

戻り、行事の再開や地域の各種のイベントへの参加など、利用者

の日常生活が充実するよう努めてまいりました。  

行動障害を持つ利用者への高度な支援に対する人材の育成と人

材確保、あるいは、日々変化するニーズへの対応など課題もあり

ますけれども、今後も関係市村との十分な協議のうえ、適正な運

営に努めてまいりますので、議員各位のご理解とご協力をお願い

申し上げまして、招集のご挨拶とさせていただきます。  

    ご審議のうえ、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上

げます。  

 

○副議長（本多隆峰さん）ありがとうございました。  

次に、日程第５ 選挙第１号 議長の選挙を行います。  

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１

８条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思います。  

これにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しまし

た。 

お諮りします。指名の方法については、議長が指名することと

したいと思います。これにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 



- 5 - 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議長が指名することに決定しました。  

議長に、佐野大輔さんを指名いたします。  

お諮りいたします。ただいま議長が指名しました佐野大輔さん

を議長の当選人と定めることにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、ただいま指名しました佐野大輔さんが議長に当選

されました。  

議長に当選されました佐野大輔さんが議場におられますので、

当選人 佐野大輔さんよりご挨拶をお願いいたします。  

 

○議 長（佐野大輔さん）改めまして、議長に当選をさせていただきまし

た、燕市長の佐野大輔でございます。  

西蒲原福祉事務組合の議事がしっかりとスムーズに進行できる

ように、また、議員の皆さんが少しでも発言をしやすいように、

しっかりと議事進行を進めてまいりたいと思いますので、どうぞ

皆さまよろしくお願いいたします。  

 

〇副議長（本多高峰さん）それでは、議長  佐野大輔さんと議長席を交代

いたします。大変ありがとうございました。  

議長 佐野大輔さん、議長席にお着き願います。  

 

〇議 長（佐野大輔さん）それでは、これより議長職を執り行わせていた

だきます。  

 

日程第６  議長報告 例月出納検査並びに定期監査の結果につ

いて、組合監査委員から提出されております。  

     その写しを議案書５頁から９頁にお示ししてございますので、

これをもって報告とさせていただきます。  

 

次に、日程第７ 承認第１号 専決処分の報告について  令和

６年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計補正予算

（第２号）を議題とします。事務局より説明を願います。  
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○事務局長（大谷夢孝さん）承認第１号  専決処分の報告について、令和

６年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計補正予算

（第２号）について、ご説明いたします。議案書の１３頁をお開

き願います。  

１２月以降、インフルエンザが急激に増加いたしましたことか

ら、インフルエンザの検査キットを多めに仕入れたことなどによ

る支出額の増加を主な要因として、急患センターの収支見込みに

おいて、３３２万６千円の追加の費用が必要と指定管理者である

新潟市医師会から示されたもので、年度末であったことから地方

自治法第１７９条第１項の規定により、議会の議決すべき事件に

ついて、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がない

ことが明らかであると認め、令和７年３月３１日付けをもって専

決処分としたものでございます。 

１３頁をご覧ください。  

既定の歳入歳出の総額３，１２９万１千円に歳入歳出それぞれ

１２２万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３，２５１万７

千円とするものでございます。  

１４頁をお開き願います。  

歳入は急患センター運営基金からの繰入金１２２万６千円の増

額で、歳出では予備費２１０万円を減額し、１款２項の保健衛生

費を３３２万６千円増額したものでございます。  

説明は以上でございます。何卒ご承認賜りますようお願い申し

上げます。 

 

〇議 長（佐野大輔さん）事務局の説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。ご質疑はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。  

続いて討論に入ります。討論はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。  

お諮りいたします。ただいま議題となっております承認第１号

について、管理者提案のとおり承認することにご異議ございませ

んか。  
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（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、承認第１号は、承認されました。  

 

次に、日程第８ 議案第１号 令和６年度西蒲原福祉事務組合

一般会計歳入歳出決算の認定について、及び日程第９  議案第２

号 令和６年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計歳

入歳出決算の認定についての２案件を一括して議題とします。事

務局より説明を願います。  

 

〇事務局長（大谷夢孝さん）一般会計及び特別会計決算認定の２案件につ

きまして、その概要をご説明させていただきます。  

最初に、議案第１号  令和６年度西蒲原福祉事務組合一般会計

歳入歳出決算について、ご説明申し上げます。  

決算書の２頁、３頁をお開き願います。  

歳入につきまして、ご説明いたします。詳細につきましては後

程ご説明いたしますので、各項目の収入済額を読み上げさせてい

ただきます。  

１款、分担金及び負担金、収入済額５億８，５３９万９，５５

０円。  

２款、財産収入、１００円。  

３款、寄附金、２２万円。  

４款、繰入金、２，４４２万円。  

５款、繰越金、３，９６０万４，２３３円。  

６款、諸収入、２，６９３万９，２２６円。  

歳入合計は、６億７，６５８万３，１０９円でございます。  

次に、４頁、５頁をお開き願います。 

歳出についてでございます。各項目の支出済額でありますが、

１款、議会費、１６万５，９１６円。  

２款、総務費、４３６万１，４３５円。  

３款、民生費、６億１２１万９，２２７円。  

４款、公債費、１，６４１万５，６５８円。  

５款、予備費は０でございまして、歳出合計６億２，２１６万

２，２３６円でございます。  

続いて、３０頁をお開き願います。 
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実質収支に関する調書でございますが、歳入総額６億７，６５８万３，

１０９円、歳出総額６億２，２１６万２，２３６円、歳入歳出差引額５，

４４２万８７３円、翌年度へ繰り越すべき財源は０でございまして、実質

収支額５，４４２万８７３円でございます。  

次に、歳入歳出の主なものにつきまして、前年度決算との比較とあわせ

てご説明申し上げますので、主要施策の成果に関する報告書をご覧いただ

きたいと思います。  

主要施策の成果に関する報告書の２４頁、２５頁をお開き願います。  

令和６年度一般会計対前年度決算比較表でございます。  

最初に歳入でございますけれども、この比較表では数値を、千円単位と

してございます。  

また、詳細については、決算書での確認をお願いしたいと思います。  

歳入の主なものについてでございますが、１款、分担金及び負担金、１

項、分担金６，０８５万８千円につきましては、組合構成市町村でありま

す新潟市、燕市、弥彦村並びに組合構成外でありますが、上越市からの分

担金でございます。各市町村の増減については、利用者数の変動によるも

のでございます。  

次に、２項の負担金５億２，４５４万２千円につきましては、障害福祉

サービスの提供に対する負担金でございます。各施設が利用実績に応じて

収入されるものでございます。 

３，８０５万８千円増加の主な要因についてでございますが、本年度は

障害福祉サービスの報酬改定が行われたことによるものでございます。そ

の中で国は福祉・介護職員の人材確保を更に推し進め、障害福祉の現場で

働く方の賃金のベースアップにつながるよう福祉・介護職員等処遇改善加

算の制度改正と加算率の大幅な引き上げを行っております。これにより全

事業所の合計でおよそ２，０００万円増加しております。この他の報酬改

定では、強度行動障害者への支援を強化するため、やひこの里の施設入所

支援事業における重度障害者支援加算が増額され、また、ねむの木工房及

びふれあいの家においては、基本報酬が増額されております。  

続いて、４款、繰入金２，４４２万円については、やひこの里空調設備、

室外機の入替工事の財源として、財政調整基金から繰り入れたものでござ

います。  

続いて、６款、諸収入、１項、受託事業収入１，０６２万２千円につい

ては、日中一時支援事業並びに弥彦村から委託を受け実施しております相

談支援事業の利用に係る収入でございます。  

２項の雑入１，６３１万７千円は、主にふれあいの家及びねむの木工房

の作業収益金でございます。  

歳入は以上でございまして、続いて、歳出についてご説明いたします。
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隣の２５頁をご覧ください。  

２款、総務費、１項、１目の一般管理費３０５万８千円については、事

務組合運営に係る事務的経費でございます。  

次の３款、民生費の６億１２１万９千円は、各施設の運営費でございま

して、やひこの里、ねむの木工房、ふれあいの家、グループホーム運営費

の１目、総務費は、人件費及び施設の維持管理に係る経費、そして、２目

の処遇費については、食費、光熱水費等、利用者の生活や就労支援に直接

係る経費となってございます。 

民生費全体での前年比４，５４８万４千円増の主な要因は、一つは人件

費でございます。給与改定において月例給の高水準なベースアップと期末

勤勉手当の支給率の引き上げが行われたことから、会計年度任用職員を含

む職員の人件費が、およそ２，３８５万円増加したものでございます。  

そして、やひこの里空調室外機の入替工事に２，４４２万を要し、前年

比で１，７３５万８千円工事請負費が増加してございます。 

次に、４款、公債費１，６４１万６千円については、ねむの木工房建設、

やひこの里増築、グループホーム建設の際の借入金、計３件分の償還金で

ございます。詳細は２８頁をご覧いただきたいと思います。  

組合の借入金の状況でございますが、令和７年５月末現在の未償還元金

１億２，０２８万１，４２３円、未償還利子が５７８万１，４６１円とな

ってございます。  

続いて、主要施策の成果についてご説明申し上げます。頁を戻っていた

だきまして、２頁、３頁をお開きいただきたいと思います。 

最初にやひこの里についてでございます。行動障害を持つ利用者が多く

いることから職員には可能な限り研修の機会を設け、知識の取得と技術向

上に努め、課題解決に取り組んでおります。  

また、２回のコロナクラスターの発生がございましたが、外出の機会の

充実や行事の開催など利用者の笑顔に繋がるよう活動してまいりました。  

４頁をお開き願います。やひこの里（２）健康管理業務でございます。

医療機関への受診が前年より減少してはいるものの、以前として受診付添

いに多くの人員を必要としております。看護師に加え生活支援員を受診に

充てる場面も多くなっております。  

続いて、７頁をお開き願います。  

短期入所、日中一時支援事業の利用状況を表にしてございます。近年、

日中一時支援事業の利用から宿泊を伴う短期入所への利用に切り替える方

も多くなってございます。短期入所のニーズが増加傾向にございます。  

続いて、９頁をお開き願います。  

９頁から１６頁は、ふれあいの家及びねむの木工房についてでございま

す。 
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利用者の就労支援として、仕事の場の提供とそこで得る利用者の工賃収

入の確保を目的とした施設でございます。 

ふれあいの家では企業からの受託作業が増加し作業収入が総額４７万６，

３２６円増加しております。一方、ねむの木工房では企業での施設外就労

とパンの売り上げが減少したため、２５万８３３円減少しております。引

き続き多くの企業様から仕事を提供していただき、また、燕市及び燕・弥

彦総合事務組合からの受託作業も利用者の工賃向上の大きな要因となって

ございます。 

１３頁をお開き願います。  

ねむの木工房の２ 施設の業務内容（１）活動全般、こちらの後段にな

りますけれども、ねむの木工房の利用者１名を令和７年４月にやひこの里

の障害者雇用により清掃員として採用してございます。本人も以前から一

般就労を希望しており、人柄も良く仕事も丁寧なことから採用したもので

ございます。採用に向けて丁寧な指導を行い、スムーズに業務に入れるよ

う支援しております。現在、遅刻、早退や欠勤、体調不良などもなく職場

に定着しております。  

次に、１７頁をお開き願います。  

グループホームについてであります。計４棟で利用者の生活を支援して

おりますけれども、高齢な利用者２名が認知機能や身体機能の低下により

徐々にグループホームでの生活が難しくなってきたため、老人介護施設へ

移行しております。また、体調を崩した利用者に腫瘍が見つかり治療のた

め入院しておりましたが、３月にお亡くなりになりまして、令和７年３月

末現在で利用者数が２１名に減少しております。  

続いて、１８頁以降には、各施設の利用者の出身市町村、障害の状況、

年齢、そして職員の状況を記載しております。それぞれご覧のとおりでご

ざいます。 

以上で、一般会計決算の説明を終わります。  

引き続き、特別会計決算につきまして、ご説明させていただきます。恐

れ入りますが、決算書の方に戻っていただきまして、決算書の３２、３３

頁をお開きいただきたいと思います。  

 

議案第２号 令和６年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計

歳入歳出決算について、ご説明申し上げます。  

詳細については一般会計同様、後程ご説明をさせていただきますので、

項目ごとの収入済額を読み上げさせていただきます。  

歳入、１款、分担金及び負担金、１，４２０万円。  

２款、繰越金、１，７０９万６１１円。  

３款、諸収入、０。  
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４款、繰入金、１２２万６千円。  

歳入合計は３，２５１万６，６１１円でございます。 

次に、３４頁、３５頁をお開き願います。  

歳出でございますが、１款、衛生費、支出済額３，１１３万５４９円。

歳出合計も３，１１３万５４９円でございます。   

次の頁、３６頁以降に歳入歳出の詳細を記載してございます。そしてま

た、主要施策の成果に関する報告書の２１頁から２３頁に受診者数の状況

を記載してございます。そちらも合わせてご確認いただきたいと思います。  

令和６年度の受診者数は、内科・小児科では前年より６４７人減少し、

５，２３９人でございました。歯科は３３人増加し１６２人の受診でござ

います。  

歳入についてご説明いたします。決算書の３７頁をご覧いただきたいと

思います。  

１款、分担金及び負担金１，４２０万円につきましては、例年通り新潟

市より地方交付税算入分として納入いただいたものでございます。 

次に、２款、繰越金は、令和５年度の収支が大きく改善したため、１，

７０９万６１１円が令和６年度に繰り越されたものでございます。  

次に、４款、繰入金、１２２万６千円については、専決処分の報告にて

ご説明しましたとおり、年度末の収支見込みにおいて指定管理者に対して

追加の費用負担が必要となったことから補正を行い急患センター運営基金

から繰り入れたものでございます。 

次に、３８、３９頁の歳出をご覧いただきたいと思います。  

１款、２項、１目の休日夜間急患センター事業費、支出済額が３，０５

８万１，５６１円、こちらが指定管理者である新潟市医師会に対して急患

センター運営費の財源を補填するため支出する指定管理料でございます。

前年より２，３４９万１，３５２円の大幅な増加となっております。コロ

ナウイルスに関連する診療報酬が減額改定されたことや受診者数と検査を

伴う診察が減少したことによる診療収入の減少に伴い、指定管理料が増加

したものでございます。 

次に、４０頁をお開きいただきたいと思います。  

実質収支に関する調書でございます。歳入総額、３，２５１万６，６１

１円、歳出総額、３，１１３万５４９円、歳入歳出差引額及び実質収支額

は１３８万６，０６２円となり、これを令和７年度へ繰り越してございま

す。 

急患センター事業特別会計決算の説明は以上となります。 

最後に決算書４５頁をお開きいただきたいと思います。  
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財産に関する調書及び基金の運用状況のうち、４の基金の積立

て状況でございます。財政調整基金が２，３１１万７千円の減、

決算年度末現在高６，４５２万９，８６３円となってございます。  

急患センター運営基金については、１２２万６千円の減、決算

年度末現在高４６８万３，３２９円でございます。  

以上で、議案第１号並びに第２号の説明を終わらせていただき

ます。何卒、慎重ご審議のうえ、ご承認賜りますようよろしくお

願い申し上げます。  

 

○議 長（佐野大輔さん）事務局の説明は終わりました。 

質疑に入る前に、代表監査委員より決算に対する監査意見を求

めます。  

 

○代表監査委員（高橋周衛さん）監査委員の高橋です。  

それでは、私の方から審査意見書に従いまして報告させていた

だきます。  

審査の対象（１）令和６年度西蒲原福祉事務組合一般会計歳入

歳出決算書、（２）令和６年度西蒲原地区休日夜間急患センター

事業特別会計歳入歳出決算書であります。  

審査の年月日は、令和７年８月２０日でありました。  

３ 審査の場所、やひこの里会議室です。 

４  審査の結果、（１）審査に付された一般会計歳入歳出決算

書、及び特別会計歳入歳出決算書、付属書類は関係法令に準拠し

て作成され、計数は関係諸帳簿と符合して正確であり、出納諸帳

簿と歳入歳出差引額は、金融機関の残高証明の額とそれぞれ符合

したので、決算計数は違算ないものと確認し、適正なる決算であ

ることを確認しました。（２）財産に関する調書については、公

有財産、基金等、各調書の計数は誤りのないことを確認しました。  

５ 審査意見、各会計の決算状況、資産概要と意見については、

ここに書いてあるとおりでございます。以上でございます。  

 

○議 長（佐野大輔さん）これより、議案第１号の質疑に入ります。議案

第１号にご質疑はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。  

続いて討論に入ります。討論はございませんか。  
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（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。  

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１号

について、管理者提案のとおり認定することにご異議ございませ

んか。 

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号は、提案のとおり認定されました。  

 

次に、議案第２号の質疑に入ります。議案第２号にご質疑はご

ざいませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。 

続いて討論に入ります。討論はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第２号

について、管理者提案のとおり認定することにご異議ございませ

んか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号は、提案のとおり認定されました。  

 

次に、日程第１０  議案第３号  令和７年度西蒲原福祉事務組

合一般会計補正予算（第１号）及び日程第１１  議案第４号 令

和７年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計補正予算

（第１号）についての２案件を一括して議題とします。事務局よ

り説明を願います。  
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○事務局長（大谷夢孝さん）議案第３号 令和７年度西蒲原福祉事務組合

一般会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。議案

書の２１頁をお開きください。 

既定の歳入歳出の総額６億５，１５０万円に歳入歳出それぞれ

１００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を６億５，２５０万円

とするものでございます。  

２６頁をお開き願います。  

歳入では、寄附金１００万円を増額するものでございますが、

先日、やひこの里及びグループホームを通算でおよそ３２年利用

した燕市の利用者様から病気により退所するにあたり、ご家族を

通じてご寄附いただいたものでございます。  

ご好意を有効に活用させていただきたく、歳出において、やひ

この里及びグループホームでテレビを購入するための備品購入費

を計上するものでございます。  

やひこの里では、居室の小型のテレビ１５台、グループホーム

ではリビングのテレビ１台の購入を想定しております。  

また、２款、総務費の賃借料３４万４千円は、税制改正に対応

した給与システムの改修によりシステムリース料が増加したため

の増額補正でございます。  

議案第３号 一般会計補正予算の説明は以上でございます。  

 

次に、議案第４号  令和７年度西蒲原地区休日夜間急患センタ

ー事業特別会計補正予算（第１号）について、ご説明申し上げま

す。 

２９頁をお開き願います。  

既定の歳入歳出の総額１，７２０万円に歳入歳出それぞれ２３

６万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を１，９５６万５千円

とするものでございます。  

３４頁、３５頁をお開き願います。  

平成２５年６月に導入した超音波画像診断検査装置、いわゆる

腹部のエコーでございますけれども、こちらが経年劣化により故

障し、部品供給が終了したため修理が不可能とのことでございま

して、入替えを行いたく備品購入費を計上するものでございます。  

財源は急患センター運営基金からの繰入金とするものでございま

す。 

議案第３号及び第４号  補正予算の説明は以上でございます。

何卒よろしくお願いいたします。  
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○議 長（佐野大輔さん）事務局の説明は終わりました。これより、議案

第３号の質疑に入ります。ご質疑はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。  

続いて討論に入ります。討論はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。  

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３号

について、管理者提案のとおり可決することにご異議ございませ

んか。  

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第３号は、提案のとおり可決されました。  

 

次に、議案第４号の質疑に入ります。ご質疑はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。  

続いて討論に入ります。討論はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。  

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第４号

について、管理者提案のとおり可決することにご異議ございませ

んか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第４号は、提案のとおり可決されました。  
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次に、日程第１２  議案第５号  新潟県市町村総合事務組合規

約の変更についてを議題とします。事務局より説明を願います。  

 

○事務局長（大谷夢孝さん）議案第５号  新潟県市町村総合事務組合規約

の変更について、ご説明いたします。  

 議案書の３７頁、並びに３８頁をご覧いただきたいと思います。  

村上市及び南魚沼市が、採用試験及び昇任試験に関する共同処

理事務について、令和８年３月３１日をもって脱退するための規

約の変更でございます。  

脱退理由は、実施方法の多様化による採用試験の個別実施が可

能となったこと、及び柔軟な試験日程を設定できることから、単

独処理事務とすることとしたとのことでございます。  

     説明は以上でございます。  

 

○議 長（佐野大輔さん）事務局の説明は終わりました。これより、質疑

に入ります。ご質疑はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。  

続いて討論に入ります。討論はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。  

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５号

について、管理者提案のとおり可決することにご異議ございませ

んか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第５号は、提案のとおり可決されました。  

 

以上で本日の議事日程はすべて終了しました。  

これをもちまして、令和７年第２回西蒲原福祉事務組合議会定

例会を閉会します。大変ご苦労様でした。  

◎閉会時刻 午後１４時４４分 
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     以上、会議録は書記が記載したものであるが、その正確なるこ

とを証するため署名捺印をする。  

 

令和７年１１月１７日 

 

西蒲原福祉事務組合議会  

         議長  燕 市 長    佐  野   大  輔  

 

 

 

 

        署名議員  弥彦村議会議員   樋  浦   久  夫  

 

 

 

 

        署名議員  燕市議会議員   高  橋   妙  子  

 


